
巻
之
百
四
十
四

瀬
戸
内
市
は
大
き
な
博
物
館

な
ら
な
い
場
所
を
探
す
の
が
難
し

い
と
い
う
話
も
耳
に
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
お
勧
め
な
の
が
、
瀬
戸

内
市
内
の
文
化
財
を
見
て
回
り
な

が
ら
、
近
場
で
修
学
旅
行
気
分
を

味
わ
う
休
日
の
過
ご
し
方
で
す
。

市
内
に
は
、
美
味
し
い
も
の
を
味

わ
え
る
お
店
や
、
美
し
い
景
色
を

眺
め
な
が
ら
泊
ま
る
こ
と
が
で
き

る
宿
泊
施
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
文
化
財
や
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
歴

史
を
楽
し
み
な
が
ら
、
市
内
の
お

店
や
施
設
も
合
わ
せ
て
巡
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

・
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
関
連

　
史
跡

　

・
解
体
新
書

　

・
明
治
時
代
の
軍
服

　

・
大
正
時
代
の
竹
久
夢
二
の
生
家

　
こ
の
よ
う
に
、
瀬
戸
内
市
は
各

時
代
の
文
化
財
を
市
内
で
見
て
回

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
ま
る

で
、
一
つ
の
大
き
な
博
物
館
み
た

い
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

市
内
で
修
学
旅
行
気
分
を
味
わ
う

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
な
か
な
か
県
外

に
行
き
に
く
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
宿
泊
を
伴
う
旅
行
も
し
づ
ら

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

修
学
旅
行
や
校
外
学
習
の
行
先
の

選
定
に
困
っ
て
い
る
学
校
も
多
い

と
聞
き
ま
す
。
ま
た
、
家
族
で
出

か
け
る
に
も
、
で
き
る
だ
け
密
に

瀬
戸
内
市
の
文
化
財

　
皆
さ
ん
は
、
瀬
戸
内
市
に
ど
れ

く
ら
い
の
文
化
財
が
あ
る
と
思
い

ま
す
か
。
国
や
県
、
市
の
指
定
文

化
財
を
合
わ
せ
る
と
約
１
５
０
も

の
文
化
財
が
あ
り
、
未
指
定
の
も

の
を
合
わ
せ
る
と
そ
れ
以
上
に
な

り
ま
す
。

　
で
は
、
市
内
の
ど
こ
に
ど
ん
な

文
化
財
が
あ
る
か
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
市
で
は
、
指
定
文
化
財
を

紹
介
す
る「
文
化
財
探
訪
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
７

月
に
、
新
た
に
市
の
文
化
財
を
紹

介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
実
際

の
文
化
財
を
見
る
こ
と
で
学
校
で

の
学
び
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
で

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
閲
覧
す
る
に
は

　
今
回
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
現

在
ま
た
は
こ
れ
か
ら
歴
史
を
学

習
す
る
市
内
の
小
学
５・６
年
生
、

中
学
１・
２
年
生
に
配
布
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
市
内
の
図
書
館

や
公
民
館
、
瀬
戸
内
市
観
光
セ
ン

タ
ー
瀬
戸
内
き
ら
り
館
な
ど
で
閲

覧
で
き
ま
す
。さ
ら
に
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

き
る
よ
う
に
、
小
・
中
学
校
の
歴

史
学
習
で
習
う
文
化
財
（
史
跡
を

含
む
）
の
う
ち
、
市
内
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

縄
文
時
代
か
ら
大
正
時
代
ま
で

　　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
主
に
次

の
よ
う
な
文
化
財
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

・
縄
文
時
代
の
貝
塚

　

・
弥
生
時
代
の
貝
塚
や
再
現
し
た

　
竪
穴
式
住
居

　

・
古
墳
時
代
の
古
墳

　

・
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
須
恵
器

　

・
平
安
時
代
の
仏
像

　

・
鎌
倉
時
代
の
福
岡
の
市
跡
、
一

　
遍
上
人
絵
伝
デ
ジ
タ
ル
画
像

　

・
室
町
時
代
の
武
士
の
館
跡

　

・
安
土
・
桃
山
時
代
の
山
城
跡

パンフレット表紙

～認知症は早期発見・早期対応が大切です～

認知症の症状でお困りになったら、まずは
瀬戸内市地域包括支援センターにご相談ください

　気になることがあれば、自分だけ、または家族だけで抱え込まず、まずはご相談ください。相談は予約制
（１人約 30 分）で、保健師や社会福祉士、認知症地域支援推進員が対応します（相談料は無料）。

▽ 日時・場所　10 月 13 日（水）午後１時 30 分～午後３時　瀬戸内市総合福祉センター

▽ 対象者　もの忘れや認知症が心配な本人またはその家族

▽ 予約期限　10 月６日（水）※電話、ＦＡＸ、市ホームページのメールフォームで相談者の
　氏名と連絡先をご連絡ください。申し込み多数の場合は、別の相談日をご案内します。
　　トータルサポートセンター　☎０８６９ - ２２ - ３８００　FAX ０８６９ - ２２ - ３８０１問予

　認知症は、加齢に伴い誰もがかかりうる疾患といわれています。適切な治療を早い段階から行う
ことで、症状が改善したり、進行を遅らせることができます。
　市では、できるだけ住み慣れた地域で暮らし続けられるように、認知症またはその疑いがある人
やその家族を早期に支援する「認知症初期集中支援チーム」をトータルサポートセンターに設置し、
支援チームによるサポートをしています。

　市内の自宅で生活している 40 歳以上で、ご家
族の相談などにより認知症が疑われる人や認知症
の人で、次のいずれかに該当する人
●医療および介護保険サービスを受けていない、
　または中断している
●医療または介護保険サービスを受けているが、
　適切なサービスに結びついていない
●認知症の症状が著しく、ご家族など支援者が対
　応に困っている

●チーム員による家庭訪問などの実施
●認知症に関する情報提供
●医療機関の受診、
　介護サービス利用の支援
●生活環境の改善　など

支援内容対　象

チーム員は、
認知症サポート医や
保健師、社会福祉士など

「もの忘れ相談会」を開催します！
こんなことで困っていませんか？
　・最近、もの忘れがひどくなった気がして心配
　・財布や鍵、通帳などを置いた場所が分からなくなる
　・今までできていたこと（料理、片付けなど）に時間がかかる、できなくなった
　・同じものをたくさん買い込んでいる　など

認知症初期集中支援チームによるサポートをしています！

認知症になっても、安心して暮らせるまちに

市ホームページ

【相談・問い合わせ先】
　・瀬戸内市地域包括支援センター（邑久町山田庄 862 - １、瀬戸内市総合福祉センター内）
　☎０８６９ - ２４ - ０００１　　FAX ０８６９ - ２４ - ００６１
　・トータルサポートセンター（邑久町山田庄 845 - １、瀬戸内市民病院内）
　☎０８６９ - ２２ - ３８００　　FAX ０８６９ - ２２ - ３８０１
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